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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和1年12月26日(2019.12.26)

【公表番号】特表2018-537839(P2018-537839A)
【公表日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2018-550319(P2018-550319)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/13     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/139    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/02     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/13     　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ    4/139    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/04     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年11月14日(2019.11.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　実施例
　実施例１
　人造黒鉛（粒径：２０μｍ）、Ｓｕｐｅｒ－Ｐ、カルボキシメチルセルロース、ＳＢＲ
を９５．８：１：１．２：２の重量比でＮ－メチルピロリドンと混合して第１負極合剤ス
ラリー製造した。次に、上記負極スラリーを銅ホイル上にコーティングして薄い極板の形
態にした後、１３５℃で３時間以上乾燥し、５ＭＰａの圧力で圧延して第１負極活物質を
形成した。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極集電体の一面または両面のそれぞれに二層の活物質層が塗布されている二次電池用
電極であって、
　電極集電体；前記電極集電体上に塗布されている第１活物質層；及び前記第１活物質層
上に塗布されている第２活物質層；を含み、
　前記第１活物質層に複数の丸い穴が形成され、前記丸い穴が第２活物質層で満たされて
いて、
　前記第２活物質層に使用される活物質粒子の粒径が２～３０μｍであり、
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　前記丸い穴が２～６０μｍの直径を有し、
　前記丸い穴が２～６０μｍの深さを有し、
　前記丸い穴が、前記第１活物質層で占める表面積の比率が１～５０％である、二次電池
用電極。
【請求項２】
　請求項１に記載の二次電池用電極の製造方法であって、
　（ｉ）第１活物質層を形成するための第１電極合剤スラリーを用意して、電極集電体に
前記第１電極合剤スラリーをコーティングし乾燥する段階；
　（ｉｉ）圧延して第１活物質層を形成する段階；
　（ｉｉｉ）第１活物質層に丸い穴を形成する段階；
　（ｖ）第２活物質層を形成するための第２電極合剤スラリーを用意して、前記第２電極
合剤スラリーを第１活物質層にコーティングし乾燥する段階；及び
　（ｖ）圧延する段階；を含む二次電池用電極の製造方法。
【請求項３】
　前記第１活物質層の丸い穴がレーザーアブレーションによって形成されることを特徴と
する請求項２に記載の二次電池用電極の製造方法。
【請求項４】
　前記レーザーアブレーションのレーザーが、ＩＲレーザー、エキシマレーザー、ＹＡＧ
レーザーまたはＣＯ２レーザーであることを特徴とする請求項３に記載の二次電池用電極
の製造方法。
【請求項５】
　前記レーザーアブレーションのレーザーが、０．１～２０Ｗの出力を有することを特徴
とする請求項３に記載の二次電池用電極の製造方法。
【請求項６】
　前記レーザーアブレーションが、２，５００ｍｍ／ｓ以下の速度で行われることを特徴
とする請求項３に記載の二次電池用電極の製造方法。
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